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「第 21 回全国相談会（4 月 15 日・16 日）〈東京〉」報告
天 野  恵 一〈事務局〉

　3 月に大飯 3 号機、玄海 3 号機が再稼働されてしまい、

5 月にも両原発 4 号機も再稼働が公然と予定されている

状況。他方玄海 3 号機は稼働 1 週間で蒸気漏れトラブ

ルが発生し、劣化した原発の危険な実態、これは再稼働

以前から強く指摘されていたことだが、あらためて証明

される事態になっている。さらに原子力規制委員会は柏

崎刈羽原発 6・7 号機の設置変更を許可したものの、新

潟県の反対が、再稼働を押し止めている。そして、東海

第二原発は本 11 月までに総ての審査と延長が認められ

ない状況になれば、逆に廃炉という決定になる。

　四国電力は 3 月に伊方 2 号機の廃炉決定に追い込ま

れている。他方川内原発 1 号機は 5 月下旬に、伊方原

発 3 号機は 9 月に再稼働という動きがある。こういっ

た原発再稼働ラッシュと、それに抗する激しい闘いの真

只中で、〈全国の原発立地から闘う仲間が総結集、再稼

働を阻止し、すべての原発を廃炉へ！〉の合言葉の下、

第 21 回全国相談会が東京で 4 月 15（日）16（月）の

両日、開催された。

　東京での開催は、前回、東京の私たちが強く希望した

結果である。その理由は、今、首都圏で攻防の中心に浮

上している〈東海第二〉は、それがある茨城県のみでなく、

本社がある東京（神田）への大衆的抗議行動も創り出さ

れており、千葉・神奈川など首都圏の七県の反対の合流

させる力強い運動の展望がうまれているからであった。

〈首都圏の原発再稼働〉との大衆的な闘いをつくりだす。

その動きを全国にも呼びかけたい。そう考えたからである。

　この点は 4 月 15 日に共同代表の柳田が、その闘いに

向けて「首都圏連絡会」の結成を呼びかけ「反原発自治

体議員・市民連盟」のけしばが茨城県自治体議員と市民

と協力した動きについて具体的にレポート、これに答え

るかたちで、茨城県現地の長く闘い続けてきた仲間から

の運動報告。ともに闘っていく方向でのレポートが続いた。

　若狭・川内・玄海・伊方原発現地のこまかい報告と続

き、避難者グループのメンバーなどの報告も含めた時間

で、その後、フリーな討論が持たれた。始まりの時間に

たんぽぽ舎の山崎が、「規制委、エネルギー計画、核の

ゴミ、廃炉」というテーマで特別報告、更に東京事務局

の木村も、経産省のトータルなエネルギープランの批判

を特別報告。

　翌日の 16 日は、北海道・青森・浜岡原発、女川原発・

福島・志賀・島根・川内原発の現地の闘いの力強いレポー

トがなされた（新潟については、現地が参加できなかっ

たので、事情通の東京のメンバーがレポート）。

　東京事務局が、会計・ニュース・メンバー登録・各地

の連絡責任者確認など、いつになく、こまかい組織の点

検作業を要請。

　再稼働ラッシュに抗する全国的な運動の意見交換の場

として、今回も各地の参加者が元気を現地に持って帰る

ことができる〈交流〉であったと思う。但し、「特別報告」

をふまえた討論は時間も短く、課題をめぐるつっこんだ

議論という点では今回は不発。参加人数は二日間通しで

50 人であった。次回は東海第二再稼働阻止へ向けて茨

城で、八月中にとの方針が確認されている。
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原発に将来はない～いいかげん東海第二原発の再稼働を断念せよ
東海第二原発運転差止訴訟原告団　大 石  光 伸

　5 月末に経団連会長となる日立の中西宏明会長は次の

ように言う。「私は原子力については推進論者ですが、

今の現実を眺めるとダメですね。今の安全対策は莫大な

コストがかかっていますのでコマーシャル（商業）ベー

スでは成り立ちません」「国の関与なしに原子力産業が

成立するとは思っていない」

　国有化「東電」も日立出身の川村会長と経産官僚出身

の執行役員によって「国の関与」「国との連携」をいっ

そう強める路線にある。福島事故処理は 21.5 兆円とさ

れ、すでに国民の税金 8 兆円は東電が行うべき被害者

賠償に使われ、1 兆円で直接東電株を取得して延命させ

ている。

　勝俣退陣後の数土会長時代に「発電もしていないの

に日本原電に基本料金を払うのはおかしい」と詰問さ

れ続けた村松衛（当時東電常務、現日本原電社長）は、

2014 年に「日本原電の整理・経営トップ判断」のため

に東電から日本原電に送り込まれたものの、日本原電の

事業路線の変更・再編・統合というダイナミックな経営

決断ができずに、目先の東海第二の再稼働に固執して泥

沼にはまっている。

　中西会長が先頭に立って日英政府からカネと保証を引

き出した日立の英国ホライズンプロジェクトは、「原子

力発電はもはや高コストとなって市場競争力を失ってい

る」という日立の認識の上で、東芝の二の舞を踏まない

ための中西流の経済合理主義による。東芝が 6,000 億

円という高額でＷＨを買収して破綻したのに対して、日

立による英ホライズン買収（2012 年）はわずか 850 億

円であり、日英両国政府＆企業金融連合からカネを引き

出している。プロジェクト撤退をちらつかせ

て日英政府のカネを引き出してしまった以上

後には引けず、もし英国政府による電力買い

取り価格維持によるリターンが確保されなけ

れば、日立も躓く可能性もある。

　東海第二再稼働のための安全対策費は

1,740 億円であり、さらに特定重大事故対策

のために 1,000 億円近くかかり、合計 3,000

億円近くの投資が必要である。普通の経営

トップであればこの不経済性に撤退を判断す

る。

　日本原電が昨年、米電力大手エクセロンとの合弁会社

「ジェクセル」（資本金は低コストで、わずか 1000 万円

を折半）を作ってホライズンプロジェクトの原発運転・

保守分野に参画させてもらったのは、日立出身の中西（経

団連会長）・川村（東電会長）がグローバル戦略の流れ

に日本原電を入れてやって、日本原電村松社長に「別の

生き残りの道」を考えさせようとする「小さな親心」の

ように見える。

　しかし日本原電村松社長に思い切った決断力はない。

敦賀・東海第二稼働から撤退し廃炉運営会社へ事業転換

する決断の機会は何度もあったにもかかわらず、目先の

小さな延命に固執し、古巣の東電に泣きついて「東海第

二への資金支援」文書を「頂く」ことに終始した。東電

「回答」を見る限り、村松が「泣いて」東電に書いてもらっ

たとしか思えない。規制委員会はそれを承知で白々しく

「はいそうですか」（どうぞご自由に）と。

　中西日立会長と村松原電社長では、経済合理主義的な

冷静な判断と、衰退する世界の原子力産業情勢という限

られた中でのグローバル戦略・戦術（国際舞台で日立の

収益ポジションを得るための戦略と、国の関与を引き出

す駆け引き）において、格が違う。しかし大局において

原子力産業にすでに収益性はない。

　だが、どうして日立のグローバル戦略に日英の国民の

税金が使われなければならないのか、原子力産業自滅過

程で生活と健康を根こそぎ破壊させられる原発のリスク

にどうして住民がつきあわされなければならないのか。
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東海第二原発は首都圏の総力で止めよう
―東電福島第一原発事故級の大惨事をくり返さないために―

柳 田  真 ( たんぽぽ舎 )

島根原発 1 号機廃炉！ 2 号機も 3 号機も絶対に稼働させない！
さよなら島根原発ネットワーク　事務局：芦 原  康 江

　日本原電東海第二原発（110 万キロワット・ＢＷＲ）

は市民運動 ( 大衆行動 ) で止められる可能性がある。私

たちの知恵を絞り、力を総結集できれば、首都圏の再稼

働を止められる。2018年5月～11月は山場＝正念場だ。

〇　東海第二の再稼働を止められる可能性の理由は２つ

・第一は、日本原電東海第二は、ムリが多い・事故リス

クが高い原発である。原子力ムラの「弱い環」でもある。

老朽 (40 年 ) だけでなく、2011 年３月「被災した、傷

だらけの原発」だ。ＢＷＲ原発で最も古い。３ｋｍ以内

に再処理施設 (400 トンの高レベル放射性廃液やプルト

ニウム )、30 キロ圏内に 96 万人が住む→ヒナン計画を

作れない、ムリ。

　今後、更に分析と研究を深めよう。－菊地洋一著『原

発を作った私が原発に反対する理由』他、参照。( 菊地

氏は東海第二の建設の時の中心人物。ＧＥ東京支社の管

理スペシャリスト )

・第二は、首都圏 ( ８県 ) の闘いが大衆的に拡大できる

条件があること。多くの人々といくつもの運動団体がある。

　ゆるやかながらも、キチンとやれる「とめよう東海第

二首都圏連絡会」を発足させて闘う。

〇　闘い方

( １)　広く知らせる。理由－日本原電も東海第二原発も

知られていない。危険性も会社も知られていない。関西

の拡大アメーバーに学び、大衆的に継続的に知らせる。

( ２)　神田小川町の本店を迫力ある大衆行動で包囲し、

攻める。周辺一帯のデモも…

　関西の一人デモの創意に学ぶ。

( ３)　債務保証予定の東電を攻める。原発電気やめよう

－東電さよなら運動は効く。

　関西の闘いの実績、関電原発さよならが 142 万所帯も。

　東電本店合同抗議 ( 毎月第一水曜日夕方抗議 ) と連携

して闘う。130 の賛同団体あり。

( ４)　とめよう東海第二原発・首都圏連絡会を結成する。

　茨城の人々、全国の人々と連携して闘う。

☆５月 21 日 ( 月 )17:00 ～ 19:30　参議院会館で結成集

会と記者会見

　私たちの島根原発廃炉を求める活動は、鳥取県側と共

にさよなら島根原発ネットワークの活動を行っている。

これまで２回の署名活動も行ってきた。一つは「島根県

エネルギー自立地域推進基本条例」直接請求署名で、お

よそ 92,000 人の署名を島根県に提出したが、県議会に

よって否決されてしまった。もう一つは、2 号機の再稼

働を承認するなとの署名活動だ。これは 48,414 人の署

名数で、県と松江市宛に提出している。

　中国電力は住民の「再稼働 NO!」の声を無視し、1 号

機廃炉を決めたものの、2 号機と 3 号機を稼働させよう

としている。２号機は適合性審査中だが、最大の問題で

ある「宍道断層」の評価をついに 39 ｋｍまで延長し、

基準地震動を 820gal と評価し、規制委はこれを妥当と

認めた。実際には、東側には鳥取沖の東西二つの活断層

が連なっており、私たちは、最低でも「連動」を考慮す

べきだと訴えている。

　この基準地震動を原子力規制委員会が「妥当」とした

ことから、中国電力は３号機の適合性審査申請に関する

事前了解願いを自治体に出そうとしている。すでに、中

国地方の最大電力需要は 2007 年をピークに減少し続

け、全ての原発が停止しても中国電力の供給予備率は

１０％以上を維持し続けている。３号機は全く必要もな

いものだ。改めて、中電には適合性審査申請の中止を！

自治体には “ 事前了解をするな！ ” と訴えたい。　

もういいかげんやめてもらいたい。東海第二原発の再稼

働は断念せよ。

　「とめよう東海第二原発！首都圏連絡会」が結成され

る。原発産業自滅過程での脱原発・再稼働阻止の首都攻

防は、大企業の利益のために使い回される国のあり方を

も問う闘いである。
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放射能から皆を守るために　　　               佐賀県唐津市　吉 田  恵 子

　『再稼働阻止全国ネットワーク』
  連絡先　TEL　070-6650-5549　FAX　03-3238-0797　　　info@saikadososhinet.sakura.ne.jp
　　　　　　　東京都千代田区三崎町 2-6-2　ダイナミックビル 5F　たんぽぽ舎気付
  共同代表　中嶌哲演（福井）／佐々木慶子（ふくしま WAWAWA- 環・話・和の会）／柳田真（たんぽぽ舎）
　　　　　  斎間淳子（八幡浜・原発から子どもを守る女の会）／佐野慶子（元静岡市議会議員）
　　　　　  近藤ゆき子（刈羽村　生命を守る女性の会）／鎌田慧 ( ルポライター ) ／広瀬隆（作家）
   ・再稼働阻止全国ネットワークホームページ　saikadososhinet.sakura.ne.jp/
   ・郵便振替口座　［00110-0-688699］　加入者名：［再稼働阻止全国ネットワーク］
   ・銀行など　預金種目：当座　（ゆうちょ銀行　金融機関コード：9900　店番：019）
　　　　　　  店名：〇一九店（ゼロイチキュウ店）　口座番号：0688699

後記 　2015 年 8 月 11 日川内原発が再稼働され

てしまったとき、炎天下のゲート前で感じ

た悔しさと悲しみは忘れられない。あれから 3 年近く、

伊方・高浜・大飯と次々と再稼働されてしまって、玄海

も加えれば５原発 9 基となる。他に 16 原発 26 基が規

制委に再稼働審査申請中。フクシマの惨禍は今なお進行

中だというのに、この国はまるで 3・11 など経験しな

かったかのようだ。

　人々の心の底に沈もうとしている記憶にさざ波を立て

て、命に降りかかる危険な原発を止めようと、声を上げ

続け、動き続けたい。

　この夏も再稼働の嵐に抗して現地や首都圏で様々な集

会、デモが行われる。再稼働阻止ネットのスタッフも疲

労気味の体にムチ打って参加行動予定。ぜひ共にご参加

を。会費納入、カンパなどご支援もよろしくお願いしま

す。　　　　　　　　　　　　　　　  （青山　事務局）

　次のことが皆の常識となり、ともに考えていくことで

放射能から皆を守る道筋が見えてくると思い、根拠とな

る資料とともに配り伝え続けてきました。

　放射能は遺伝子をも傷つけ、体の再生力を失わせ、突

然変異をおこし、そのまま遺伝する。ＪＣＯ臨界事故時、

被曝した作業員はあらゆる皮膚を失い、臓器も筋肉細胞

もぼろぼろになって亡くなった。

　使用済みウラン燃料 1 ｔにつき 1 年後で８京９千兆

ベクレル以上。その内セシウム 137 は 3700 兆ベクレル。

広島原爆セシウム 137 は 89 兆ベクレル。

　100 万ｋｗ級の原発は、1 年で約 20 トンの使用済み

核燃料が出現。( セシウム 137 で比べると、広島原爆約

840 発分 )

　玄海原発過酷事故時、偏西風の影響や雨等で西日本一

帯高濃度汚染地域になる可能性がある。九州玄海訴訟風

船プロジェクト時の解析で、6 時間で香川県や島根県に

放射性微粒子が到達した日もあった。

　ドイツで、地下 750 ｍの処分場が地下水で崩壊寸前

になっている。核廃棄物がもとのウランと同じ放射能に

なるまで 10 万年以上、人が住む所から離して、測定し

て監視し、放射能漏れの危険性が出てきたら修復できる

体制を。

　廃炉により出る低レベル放射性廃棄物も、玄海原発

はＬ２だけでもセシウム 137 で比べると最大広島原爆

900 発分。業者に渡さず、電力会社と行政で管理する

べき。焼却せず、蒸発させず、すべての核廃棄物を閉じ

込めるべき。

　全国相談会に参加し、とても励まされ、測定しながら

対処していくことも必要と思いました。提出した根拠と

なる資料も拡散してください。

～行動・集会案内～
５／２１「東海第二原発首都圏連絡会」結成集会
７／ 14・15　「大マグロック」（大間）集会
７／ 15・16　福島シンポジウム（議員・市民連盟）
８／ 18・19　「とまロック in 岩内」（泊）
８月予定　第 22回全国相談会


